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1. はじめに

電子掲示板は、インターネット上のコミュニ

ケーションツールの 1つである。電子掲示板を

利用することにより、不特定多数のユーザと非

リアルタイムでコミュニケーションをとること

や情報交換を行うことができる。特に、匿名性

を有することが多いため、相手の立場に関係な

く本音で議論を行うことや、普段言うことが難

しいことも気軽に発言することができる。その

ため、電子掲示板の発言には、通常のコミュニ

ケーションを目的とした発言（以下、通常発言）

のほかに、匿名性を悪用した他人を不愉快にす

ることを意図した発言（以下、不適切発言）が

ある。また、不快な単語を含むがコミュニケー

ションを意図した通常発言とも不適切発言とも

とれる発言（以下、曖昧発言）も存在する。

不適切発言は、通常コミュニケーションを阻

害し利用者を遠ざけるため、通常コミュニケー

ションを維持するためには、不適切発言を減少

させる必要がある。

不適切発言には、2種類に分類することがで

きる。一つは、意図的に不適切発言を行う場合

である。もう一つは、過失で行う場合である。意

図的に不適切発言を行うユーザは、注意しても

不適切発言をやめることはない。しかし、過失

の場合、ユーザの経験不足など理由により、そ

の発言が相手にどう受け取られるかを把握でき

ていないために生じる。したがって、掲載前に

その発言が不適切発言であることをユーザへ提

示できれば、その発言を推敲、もしくは、とり

やめる可能性がある。つまり、不適切発言を減

少させることが可能となる。

以上より、電子掲示板の通常コミュニケーショ

ンを維持するためには、不適切発言を投稿する

まえにユーザに対し注意喚起をすることが有効

な手段の一つであると言える。そのためには、

投稿発言が通常発言か不適切発言か分類する手

法が必要である。そこで、本稿では、ユーザが

発言を行う前に、その発言が不適切発言か通常
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通常発言 不適切発言

投稿発言曖昧発言

Fig. 1　 3種類の発言の関係

発言かを自動的に分類する手法を提案する。

2. 発言分類のための着眼点

電子掲示板には、通常発言・不適切発言とそ

のどちらにもなりえる曖昧発言の 3種類があり、

Fig.1のような関係となっている。通常コミュニ

ケーションを維持するため本稿では、投稿され

た発言が不適切発言と通常発言の 2種類に分類

することを目指す。

2.1 投稿発言の分類方法

電子掲示板での発言に関する特徴として、文

字や記号で構成されている点が挙げられる。そ

のため、発言を分類する手掛かりとして、発言

に使われている単語が非常に重要であると言え

る。しかし、単純に単語のみを基準とするだけ

では、分類することは難しい。なぜなら、不適

切発言を引用した発言や、不適切な単語をあえ

て褒め言葉として使うなど文法や本来の意味に

とらわれない使われ方をするからである。

また、掲示板の発言間隔に関する特徴として、

チャットと同様にほぼリアルタイムコミュニケー

ションをがなされる点が挙げられる。また、事

件などの最新ニュースが掲示板のトピックの場

合、数分程度で 1000発言以上書きこまれること

もある。そのため、投稿してから掲載されるま

で時間がかかると、通常のコミュニケーション

を阻害する結果となり、ユーザ離れを引き起こ

すことにもなりかねない。

以上より、なるべく軽い処理で発言を分類す

る方法が望ましい。そこで本稿では、電子メール

における Spamメールフィルタに着目する。そ

のなかでも特に、軽い処理で判別精度が高いベ

イジアンフィルタ 1)2)の応用を考える。ベイジ

アンフィルタはあらかじめ Spamメールに使わ

れる頻度の高い単語を学習し、そのデータを用

いて判別を行う。電子掲示板の発言も電子メー

ルと同様に文字や記号で構成されているため、

不適切発言を電子メールにおける Spamメール

と同じように分類することが可能ではないかと

考えたからである。

しかし、Spamメールは広告・勧誘が目的であ

り、ある程度出現する単語が限定されるが、不

適切発言は状況により変化する。したがって、ベ

イジアンフィルタをそのまま適応させるだけで

は、分類精度が不十分となる可能性が高い。そ

こで、単語だけでなく、単語のペアを利用する

ことを考える。なぜなら、電子掲示板の発言に

は他の発言を引用し、その発言はよくないとい

う意思を伝える場合などがあるからである。つ

まり、そのような発言を単語のみで分類すると、

不適切な単語が多く占める発言のため、注意す

る発言を不適切発言として分類することになっ

てしまうからである。しかし、単語のペアを作

成することにより、不適切単語とそれを否定す

る単語の組み合わせが出現することにより、不

適切発言として分類されなくなるのである。

以上より、学習データとして、不適切発言に

出やすい単語および単語のペアを用意し、2通

りの判別を行う。その後、判別結果の組み合わ

せから、投稿発言を Table 1の通り、それぞれ

White発言・Gray発言・Black発言の 3種類に

分類する。White発言は通常発言に、Gray発言

は曖昧発言に、Black発言は不適切発言に該当

する。
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Table 1　投稿発言の分類
単語 ペア 分類結果 該当発言
○ any White 通常発言
× ○ Gray 曖昧発言
× × Black 不適切発言

電子掲示板

雰囲気判別
発言判別 発言掲載

発言者
投稿 White判定
Black判定 Gray判定

White判定
発言分類システム

Black判定 雰囲気：通常雰囲気：悪化
Fig. 2　発言分類方法の概要

2.2 曖昧発言の評価方法

曖昧発言は、不適切発言にも通常発言にも受

け取られる発言であると述べた。そこで、Gray

発言をWhite発言、Black発言に分類すること

を考える。

3. 発言分類手法の提案

発言分類手法は、Fig.2のように、発言をWhite・

Gray・Black発言の 3種類に分類する発言判別

手法と、電子掲示板の雰囲気判別手法の 2つで

構成されている。

3.1 発言判別手法

判別手法は以前、我々が提案した手法を使用

する 3)。これは、Fig.3のように、判別フェーズ

と学習フェーズで構成されている。学習フェー

ズでは、主観評価によって、あらかじめ通常発

言と不適切発言を用意し、それぞれに出現しや

すい単語および単語のペアを学習させる。

判別フェーズでは、学習フェーズで学習した

データを用いて、投稿発言をWhite発言・Gray

発言・Black発言の 3種類に分類する。

既出発言

データベース
学習

問い合わせ
応答

投稿発言
発言分類

学習フェーズ学習フェーズ

判別フェーズ判別フェーズ

判別機

Fig. 3　発言分類方法の概要

3.2 雰囲気判別手法

電子掲示板の雰囲気の判別方法は、以前我々

が提案した手法を使う 4)。

電子掲示板の雰囲気は、発言の蓄積によって

形作られる。たとえば、不適切発言が集中する

箇所は、その掲示板の雰囲気が悪化していると

言える。そこで、発言中に使われる単語に着目

し、発言の雰囲気を判別する。具体的には、雰

囲気を悪くする単語（例：“死ね”、“消えろ”）と

雰囲気を良くする単語（例：“ありがとう”、“い

いね”）を用いて、雰囲気の判別を行う。

3.3 曖昧発言判別手法

発言判別手法によって Gray発言と分類され

た発言を、White発言とBlack発言のどちらか

に電子掲示板の雰囲気を判断基準として分類す

る。雰囲気が悪化している場合、Gray発言は

Black発言に分類する。反対に、雰囲気が通常

または良い場合、Gray発言はWhite発言に分

類する。

このように発言判別手法、雰囲気判別手法お

よび曖昧発言判別手法の 3種類を用いて投稿発

言をWhite発言と Black発言に分類する。

4. 検証実験

提案した発言分類手法の妥当性を示すために、

実際の掲示板を利用して発言の分類を行い、White

発言が主観評価による通常発言とどれだけ一致

– 3 –



Table 2　発言判別手法の結果
分類結果 通常 不適切 検証発言数
White発言 646 18 664

Gray発言 248 54 302

Black発言 102 28 130

Total 996 100 1096

するか、Black発言が主観評価による不適切発

言とどれだけ一致するかの実験を行った。

4.1 実験対象掲示板

検証実験を行うために、学校裏サイトと呼ば

れる電子掲示板の中から無作為に抽出した。本

稿では、1つの掲示板を例に挙げる。対象とし

た発言は、2007年 5月から 2008年 11月までの

全 1096発言である。この掲示板では、挑発・誹

謗中傷のような不適切発言の連鎖と通常コミュ

ニケーションが繰り返し発生していた。すべて

の発言は、あらかじめ複数人の成人男性に読ん

でもらい主観評価を行っている。

4.2 実験結果

1096発言に対し、発言判別を行い 3種類の発

言に分類した。結果は、Table 2となった。表

中の “通常”は、主観評価で通常発言と評価され

た数を示しており、また、表中の “不適切”は、

主観評価で不適切発言と評価された数を示して

いる。

その後、Gray発言を分類するために、雰囲気

の判別を行った。雰囲気の変化を視覚的にとら

えるために、Fig.4を示す。Gray発言と雰囲気

の対応は、Table 3のようになった。表中の “通

常”は、主観評価によって通常発言と評価され

た発言数を示しており、また、表中の “不適切”

は、主観評価によって不適切発言と評価された

発言数を示している。“雰囲気’ ’は雰囲気判別

手法により判別された結果を示している。

荒み度RFの変動

-250-200-150-100-50
050 1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52 55 58 61 64 67 70 73 76 79 82 85 88 91 94 97 100 103 106 109

発言数×10
Ruination Figure 雑談 誹謗中傷罵り合い

誹謗中傷罵り合い
雑談雑談罵り合いの沈静化

誹謗中傷罵り合いの再発
雑談後半はオタク談義

誹謗中傷罵り合いの再発

荒み度RFの変動

発言数×10
Ruination
 Figure

Fig. 4　掲示板の雰囲気の変化

Table 3　雰囲気の変化によるGray発言と主観
評価の比較
範囲 雰囲気 Gray 通常 不適切

1～180 通常 39 39 0

181～370 悪化 62 33 29

371～610 通常 58 56 2

611～680 悪化 26 21 5

681～870 通常 40 39 1

871～1097 悪化 77 60 17

Table 3より、雰囲気が通常であった 1～180、

371～610、681～870の範囲におけるGray発言

は、主観評価においても、137発言中 134発言が

通常発言と評価される結果となった。また、雰

囲気が悪化となった 181～370、611～680、871

～1097の範囲におけるGray発言は、不適切発

言の割合が雰囲気が通常の場合と比べて増加す

る結果となった。

電子掲示板の発言をWhite発言とBlack発言

に分類した結果と主観評価の比較を Table 4に

示す。Table 4より、主観評価により通常発言と

評価された 996発言中 780発言 (78.3%)を分類

することができた。また、主観評価により不適

切発言と評価された 100発言中 79発言 (79.0%)

Table 4　発言分類手法と主観評価の比較
分類結果 主観 [通常] 主観 [不適切]

White発言 780 21

Black発言 216 79

一致率 78.3% 79.0%
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を分類することができた。

以上より、提案手法はこの掲示板の発言を約

80%の精度で発言を分類できる結果となった。

5. まとめ

電子掲示板では、不適切発言によって通常コ

ミュニケーションを阻害する問題がある。通常

コミュニケーションを維持するためには、不適

切発言を減らす必要がある。不適切発言には、

過失によるものがあり、そのような発言をする

ユーザに対し、不適切発言であることを示すこ

とができれば、不適切発言を減少させることに

つながると考えた。したがって、投稿発言が不適

切発言と通常発言に分類する手法が必要であっ

た。本稿では、不適切発言と通常発言に分類する

ために、発言判別手法と雰囲気判別手法を組み

合わせた発言分類手法を提案した。発言判別手

法では発言をWhite発言、Gray発言、Black発

言の 3種類に分類し、雰囲気判別手法を利用し

てGray発言をWhite発言と Black発言に分類

した。その結果、投稿発言を通常発言を 78.3%、

不適切発言を 79.0%の精度で分類することが可

能であることを示した。
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